カイソウ ノ ナカ ノ ヨウネンキ ジジョデン ニ ヨル イエ ト カゾク ノ ニンゲン ケイセイ シ ケンキュウ 1 by 太田 素子 et al.
回想のなかの幼年期
――自叙伝による「家」と「家族」の人間形成史研究（Ｉ)――
太 田 素 子
Reminiscences of Infancies
 
A Study of History of the Character Formation based on Autobiographies
 
in Traditional Families and Modern Families in Japan(1)
Motoko O
 
Investigating six autobiographies written in 17th and 18th centuries,we can find many reminis-
cences of writer’s Infancies.In case of Samurai,he began writing,reading and poem composition
 
from three year old.In cases of Merchants and Entertainers,they were brought up under the threats
 
that if they did mischief parents might abandon them.In any event,in those times families took
 
care of their children eagerly.


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































THE FORMS OF AUTOBIOGRAPHY,Epi-
















anthoroporogical approach to biography 1981
 




(3) Irene Hardach-Pinke,Gerd Hardach;DEUTS-
CHE KINDHEITEN, Autobiographishe
 







Study of Nineteenth-Century Working Class
 
Autobiography,1981 David Vincent.邦訳 川
北稔ほか訳『パンと知識と解放と――19世紀イ
ギリス労働者階級の自叙伝を読む』岩波書店，1991
年（以下，『パン・知識・解放』と略記）。
(4) 前出『パン・知識・解放』訳者あとがき，403ペー
ジ。合わせて『歴史学研究』568号，1987年，特
集〔オーラル・ヒストリ〕参照。
(5) 前出，注(2)参照。
(6) 同上，1-2ページ。
(7) 同上，9ページ。
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(8) Ph.アリエス著，中内敏夫ほか訳「心性史の方法」
『教育の誕生』新評論，1986年。
(9) 前出『ライフヒストリー研究入門――伝記への人
類学的アプローチ』120-121ページ。
(10) ?解説」ガンジ 『ー自伝』の目的;真理についての
数々の実験の結果を書き留めること。思想実験の
率直な記録。ネールの『自伝』獄中の孤独に耐え
る作業，同時に，過去の政治的事件について一つ
の見通しをつける事，自己中心的な視点だと言明。
西洋化，近代化の所産という面も否定できない。中
国の自伝，1920年代から30年代始めに噴出。改革
の機運と期をいつに。自伝ジャンルは，いわゆる
「アジア的な停滞」からの脱出，近代化促進の鋭敏
なバロメーター。佐伯彰一「解説」『日本人の自伝』
別巻1所収。
(11) 同上，なお佐伯彰一によると，伝記文学の成立は
戦国時代だという。「戦国時代の苛烈な試練期」，個
人の軍事的才能，チャンスの襟首をつかむ素早さ
が運命の分かれ目と行った時期には個性鮮烈な人
物のあいつぐ出現した，そうしたなかで『信長記』
（太田牛一），『太閤記』（小瀬甫庵）といった伝記
文学の出現したのだという。また，『身自鏡』とい
う無名の武士による自伝の試みもそのなかから生
まれた。戦国時代は，個人の能力と経歴に対する
強い関心と興味が存在した時代なのだという。
(12) 例えば，只野真葛『むかしばなし』（中山栄子校注，
平凡社東洋文庫，1984年）は，自分の見聞きした
経験を妹に向かって語りながら，共同体（家と親
族）を構成する人々の群像を描き出している。
(13)『日本人の自伝』別巻1，平凡社，1982年。『吉茂
遺訓』は『日本農書全集 21』農山漁村文化協会，
1981年 所収。榎本弥左衛門著，大野端男校注『榎
本弥左衛門覚書』平凡社東洋文庫，2001年。
(14) 同上『日本人の自伝』別巻1，15ページ。
(15) 同上，16ページ。
(16) 同上，484-5ページ。
(17) 同上，481ページ。
(18) 定信については『修行録』もあわせて参照する必
要があるが，今後に残されている。
(19) 前出『日本人の自伝』別巻1，223ページ。
(20) 同上，405ページ。
(21) 太田「老年期の誕生」中内敏夫・太田ほか編『老
いと＜生い＞叢書産む・育てる・教える 第三巻』
藤原書店，1992年参照。
(22) 前出『日本農書全集 21』228ページ。
(23) 前出『日本人の自伝』別巻1，49ページ。
(24) 同上，245ページ。
(25) 同上，227ページ。小さい時から厳しく育てられた
ので，今日も倹約が苦ではないと述べる一節で，
「おさなきときはいかにも事少なにして，法度厳に
そだつべし。13-4から少女を慕うの情もあった
が，法度厳なので19歳で結婚するまでその情を知
らな」かった，という。
(26) 同上，224ページ。
(27) 同上，226-7ページ。
(28) 前出，『榎本弥左衛門覚書』，18～20ページ。
(29) 前出『日本人の自伝』別巻1，406ページ。
(30) 前出『日本人の自伝』別巻1，408ページ。助け舟
を出す大人の存在は，次のような記述でも注目さ
れた。遊び友達には「勘六，弁之助，勘太郎，門
十郎，辰松，六次，音蔵」らがいたが，駄菓子屋
の袋入りの豆を分けてくれず笑い者にした仕返し
に，飯をつぐところへ砂をかけたら，両親に言い
つけられてしまった。頑固な父親によって戒めの
蔵へいれて，食留にされたが，お沢という女が，
こっそり握り飯を差し入れてくれたという（同上，
409ページ）。
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